Der Salzhandel im Ostseeraum vom Mittelalter bis zur Neuzeit. by 斯波 照雄






























































































































































































































































































































































































































































































































塩が求められたのは一四世紀までスェーデンの南のスコーネン地方で大量の鰊が獲れ、それを保存する上では対岸 リューベックからもたらさ るリューネブルク塩が最適のも であったからであったと思われる。漁場が北海側に移ったためそ 需要は減少し、生活用の塩やなめし皮生産用の塩としてはズント海峡を経由してオランダ もたらす安価なベイ塩の方が好まれた結果でもあろう。　
たしかに、一四世紀末にリューネブルク近郊のラウエンブル
































都市 年 （4（（ 年 （4（3 年 （4（4 年 （4（5 年
ヴィスマール
塩 7（（m （6（m （6（m （44m
全体 （0（6m （00m 47（m 366m
割合 3（％ （0％ 34％ 3（％
ロストク
塩 （（45m 54m （（（m （44m
全体 5375m （53m 4（0m （4（m
割合 40％ 6％ 47％ （7％
シュトラールズント
塩 （（65m 450m 0 5（4m
全体 6375m （（（（m （（7（m （（（（m
割合 45％ （6％ 0 50％
3 都市合計
塩 5（0（m （54（m 360m （（（m
全体 （3（（（m 464（m （（76m （4（3m
割合 4（％ 33％ （7％ 37％
（出典） 谷澤毅『北欧商業史の研究─世界経済の形成とハンザ商業』知泉書館、（0（（ 年、（（4-
（（6 頁。
 Die Lübecker Pfundzollbücher （4（（-（4（6. Quellen und Darstellungen zur hansischen 
Geschichte. Neue Folge. Bd. 4（. Teil （-4. Bearb. v. H. -J. Vogtherr. Köln （（（6.
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によるバルト海沿岸地域への供給の活発化は、東西貿易の主要経路をユトラント半島の付根に位置するハンブルク・リューベックを経由する貿易路から海峡経由へと比重を移行させていった。それは ユ ラント半島とスカンジナヴィア半島との間に挟まれ、大小の島が点在す ズ 海峡に って大洋 つながる北海と 間船舶航行に制約を受け、いわば「内海」内での商業活動であったバル 貿易が、北海・バルト海商業圏 いう一つの商業圏に組み込まれていったことを示 ているともいえよう。こ に真の意味 南 地中海商業圏に対し、北の北海・バルト海商業圏が成立し のである。そ は、すで バルト海地域 進出をはじめていたオ
中近世バルト海域における塩の貿易について
357






























年 （56（ （5（0 （5（0 （600 （6（0 （6（0 （6（（ （640 （64（ （656
全体 40553 （4043 33330 3（（37 （300（ （7（63 3（4（0 （5（5（ （6（（7 （540（
オランダ （（（53 （7533 （74（3 （（7（6 （（76（ （5006 （5（（6 （043（ （（（7（ （05（（
オランダの割合 4（％ 73％ 5（％ 60％ （（％ （（％ （（％ 7（％ （5％ （（％
（出典） Tabeller over Skibsfart og Varetransport gennem Øresund 1497-1660．Tabller over 
Skibsfarten. Anden Del. Tabeller over Varetransporten A. Udgivet ved N. E. Bang.  
København （（（（. S. （, 76, （34, （（6, （60, 3（4, 3（（, 460, 536, 5（（. より作成。
表 3　ズント海峡における主要国、都市通行船舶数
年 （4（7 （5（（ （540 （547 （560 （56（ （57（ （5（（ （5（（ （60（
オランダ 455 5（0 756 （（7 （043 6（6 （5（6 （3（（ （（70 （（（0
イギリス （（ （7 （（7 47 70 （44 （（（ 30（ （56 335
リューベック 4 （7 （（ 5（ （3（ 77 （（（ （77 （43 （05
ハンブルク （6 （6 （37 （6（ （6（ （（4 4 （（5 （3 44
ダンツィヒ （（3 （30 56 （34 （53 （7 70 （（ （6 3（
年 （6（（ （6（（ （640 （650 （657
オランダ （77（ （（57 （（3（ （0（5 （00（
イギリス （（3 （0（ 3（7 （34 （（
リューベック 76 （（5 （（（ （3（ （（（
ハンブルク 5（ 4（ ─ 50 7
ダンツィヒ （ ─ （（ 4（ （（
　 注） イギリス船はイングランド船とスコットランド船の合計。
（出典） Tabeller over Skibsfart og Varetransport gennem Øresund 1497-1660. Førster Del.
Tabeller over Skibsfarten. Udgivet ved N. E. Bang. København （（06. S. （-（（, （6f, 5（f, （



















年 （557-6（ （574-（0 （5（（-（0 （5（（-（600 （60（-（0
オランダ船 66.（% 4（.5% 5（.（% 5（.（% 60.3%
（出典） 高村象平『ドイツ・ハンザの研究』日本評論新社、（（5（ 年、（0（ 頁。
表 5　17 世紀後半のリーガの塩輸入量
 （単位：ラスト）
年 （65（ （65（ （653 （656 （657 （65（ （65（ （660 （67（
スペイン塩 （7（ （（（5 （（3（ 337 （（（ （（ （3（ 640 504
フランス塩 （33（3 30（（ 5（04 5400 7（7 （677 （4（7 5（7（ 5（（（
リューネブルク塩 （（ 37 4（ （7 （3 （3 30 （（ （（
年 （67（ （674 （675 （6（4 （6（6 （6（0 （6（3 （6（4 （6（6
スペイン塩 （（5（ （475 7（（ 7（4 63（ （565 （4（4 （（（3 （（（4
フランス塩 （34（ 3075 6（5（ 44（4 7（00 （（（（ （3（（ （（0（ （04（
リューネブルク塩 （6 （0 （ （5 （（ （4 40 5（ 7（
年 （6（（ （703 （704 （705 （7（3 （7（6
スペイン塩 3（4（ （（66 5（（（ （（07 （4（ （3（5
フランス塩 35（0 736 （（（ 3（7 6（（ （46（
リューネブルク塩 （ （4 （4 （6 （0 5
　 注） スペイン塩、フランス塩、リューネブルク塩それぞれの輸入量の明らかでない年、消
費税台帳 Akzisebuch と数量の異なる年は除外して記載。
（出典） E. Dunsdorfs, Der Auszenhandel Rigas im 17.Jahrhundert. Coventus primus 



















を減少させるなど各期に多少の変動はあるものの取扱量に大きな変化は い。しかし、塩の総輸送量が増加した結果、一七二〇年以降そ 割合は四十パーセント以下となり、一七七一年からの十年では三十パーセント以下にまで落ち込んだ。 ウェ デン 塩貿易は十 世紀後半から 八世紀初頭に向け増加し おそらくは北方戦争と関連し北欧地域の安全が維持されなかったと思われる一七〇八年から一九年 ズント海峡を通過するスウェーデン船の塩取扱記録 ほとんどない。一七二〇年 七十六ラスト 塩が輸入されてから貿易は復活し、以後順調かつ急激に増加しオランダに迫る
表 6　17 世紀後半のレーバルのリューネブルク塩輸入量
 （単位：トン）
年 （65（ （653 （66（ （67（ （6（0 （6（7
リューネブルク塩 53 4（ （4 60 45 37

















年 （66（-70 （67（-（0 （6（（-（0 （6（（-（700 （70（-（0 （7（（-（0
オランダ （4（0（ （（0（5 （（5（（ （406 （（004 （3（4（
イギリス注１） 370 （4（（ （7（7 （064 65（ 5（53
スウェーデン （（6 7（（ （00 （7（6 （7（ 76
リューベック （4（5 （765 （74 5（6 633 （（06
ハンブルク 43（ 74（ （0（ （（3 （5（ （07
ダンツィヒ 337 （（（3 （4（ （（37 （453 （56（
全体 （（（54 （5750 （4（36 （（（（5 （（63（ （（（（（
年 （7（（-30 （73（-40 （74（-50 （75（-60 （76（-70 （77（-（0
オランダ （（（6（ （（（3（ （5405 （3447 （5（7（ （（（04
イギリス注１） 4454 34（3 （（（（ （735 （73（ 4（04
スウェーデン 36（6 5（（6 （5（（ （3（3 （5（（ （（（（
リューベック （306 6（（ （555 645 （（7 （（0
ハンブルク （（0 77 76 7（ 4（ 64
ダンツィヒ （36（ （（（（ 3（（4 457（ 456（ （（（5












ける穀物 産とその西方へ 輸出増加を支えた人口増加や北欧、ロシアなどによ 需要の増加と関連 る であろう。　
北海からバルト海への海路の塩の全輸送量は十六世紀後半から十七世紀






増加したが、船舶の大型化など十六世紀には多様な貿易品が大量 輸出入されるようになり、全体の貿易量が増加する中で特に高利益 得られる植民地物産の流入は激しく増加 バルト海貿易は主流であっ 生活に必要な物資の貿易から植民地物産貿易へと移行し、塩は主要貿易品から副次的な貿易品へと転換していったと考えられるのである。　
表 8　バルト海への植民地物産ズント海峡年平均通過量
 （単位：千ポンド）
年 （66（-70 （67（-（0 （6（（-（0 （6（（-（700 （70（-（0 （7（（-（0
植民地物産 （（（（ （7（6 36（6 3665 3053 4337
年 （7（（-30 （73（-40 （74（-50 （75（-60 （76（-70 （77（-（（
植民地物産 7553 （556 （0（（6 （（（44 （（（（（ 3（（0（
注）植民地物産量が突出して高い数値を示す （77（ 年を除外して作表。
表 7，（（出典） Tabeller over Skibsfart og Varetransport gennem Øresund 1661-1783. 
Udgivet ved N.E.Bang/K.Korst, Anden Del: Tabeller over Varetransporten. 
Førster Halvbind: （66（- （7（0. København （（3（. Andet HalvbindⅠ: （7（（-（760. 
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ポンドはハンブルクでは当時通貨
単位としても使われており金額の可能性もないとはいえないが、他の商品が重量で示されているのに、植民地物産のみが金額で示されたと考えるのは不自然で り 重量とした。
（
43） 
斯波照雄「十五〜十六世紀におけるハンザ都市の商業振興」 『商学論纂』 （中央大学）第五十四巻第三・四号、
二〇一二年、三四九─三五八頁。
中近世バルト海域における塩の貿易について
36（
